
第醗號（第17巻） （昭和12年）　6月號

1936年6月19日に於ける日食の翻測
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　此の報告は1936年6月19日置皆既日食を観測するため忙，北海道北見國枝

幸村に派遣された花山天文壷員の一部が，10米コロナグラフにより得た結果

の牧録である．一行に許された観測の揚所は同村小學校の校庭であったが，

北から東にかけてはオホーツク海を一望に集め，西方には三笠山と構する丘

陵をびかえて風光明媚，快く仕事に叙事する事が出來た．之は一つには同地

の人々が示された好意と助力に負う所も大きく，共va　一行の永く忘れる事の

出來ないものとなった．合せ記して感謝の微意を表したb．

　爾同所の維緯度は地圏から讃みとった所によると，北緯44。56’17”，東輕

142。35’2”である．又校内には先年新城博士が測定された重力の標注があっ

た．合せ記して感謝の微意を表したい．

　使用レンズは口径10センチ，焦黒占距離970センチを持ち，故中村要氏作の

もので黄のD線と紫のG線について朝清がしてある，同氏は1929年5月ス

マトラに於ける日食観測に之を使用したので，その報告と一所に，レンズの

細かv・性質をL天界「第9巻（1929）447頁に獲表して居る．

　シ1ロスタツトはザウトリウス製で自働装置は重三の落下を園錐振子で調

葡する仕掛である．これに口径15センチ唇面の中村豪毅を用みた．第2観は

鍍銀したものとしないものとの2種を用意して，皆銑の時と部分食の時とで

使ぴ分けた．術後者の支柱は養護かかったので木製スタンドで補ひ同じ高さ
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にして用みた．土墜は全べて丸太の俸杭を使って1装置毎に別個に作った．第

2鏡は第1鏡の西南に置いて光を略北の方向に途る事にした。從って南北に置

いた約ユ0米の長いカメラは木の板で作り，内部を黒く＝スで塗り，更に上に

木板の日除を設けた．カメラとシ1ロスタツトとの間には別の墓の上にフオ

カルプレ1ンシヤッタ1を取付け，カメラの南端に置いたレンズとの聞を蛇

腹で結び，部分食の撮影に使用しだ一方カメラの北端には亜鉛板張りのス

リットを作り，皆甑食鳥眞を撮る揚合に手にて開閉した．そして取枠は直ぐ

その後に置いた．又太陽光線の融いためにピンFグラスとしては普通のスリ

ガラスの代りに生の乾板を利用した．

　この槻測の目的は内部コロナの記録並びに部分食二三による接二時の決定

にあって，もと稻葉理學士が観測の豫定で準備一切を進めて居られたが，間

際になって同氏はシベリヤに遠征される事になったので，著者の1人宮本が

代って撮影關係を分搬した．只ここに遺憾に思うのはシ1ロスタットの時計

仕掛が甚だ不完全であって，いつ止るか分らす又その動きも一様でなかった・

そのために三時もいらざる手数を要したのみならす，後述の様に結果的にも

不幸を遺したのであった・

　　　　　　　　　　　コロナの撮影並びに盧理

　1）　皆二食の二二は4切プグフアイゾクロ1ムを用ゐ，次の如く4枚撮影

した．

〔5つ

CIO］

c3e）

（5）

15時18分44秒5－49秒5

　　　58秒5－8秒5
　19分17秒5－47秒5

　　　54秒5－59秒5

5秒

10秒

30秒

5秒

　この中〔5’〕及び〔30〕の原板はシ1ロスタツトの動きが飛躍的であったため

に測定に堪えなv・．〔5〕は極接近した2個の像が重り合って一見ピンボケの如

く見ゆる．又〔10〕の原板にも極薄い像が重って居るが，測定には全然妨げに

ならない程度である．

　筒現象は翌日の夕：方亜硫酸曹達の多い液餐行った．又ここで一寸附言して
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置きたい事は，

るものを撮る場合には，

果的であった様に思は

れる事である．

　2）　プロEネンス濠び

コロナ流線の方位角の測

定　先づ乾板上に於け

る東西の方向を知るた

めに，同一の4切乾板上

にシ1ロスタヅトの運

簿時計を止めて，平分

置きに太陽像を2個つ

つ撮影して置いた．そ

の流れた方向を測定し

た結果東西線の乾板の

長邊に封ずる傾きは

　　　　　　　　　　　　t　6．44。1’であった．同時

に乾板の四邊は略興行

で角度で6’程度の誤差

を示すに過ぎす．又同

種の2枚の早発から得

た結果も殆んど差異を

示して居ないので之を

方位測定の規準にとっ

て差支へないものと思

はれる．

　一方南方に見えた大

きなプロミネンスは共
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コロナの様に明るさが，中心からの距離と共に急激に減少す

　　　　もっとコントラストの溺い乾板を用みた方がより敷

　　　　　　　　　　　　算　　1　圏
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の南側が鋭く略月の中心に向って居たので，之を規準に撲び全べての模檬の
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方位を相即的に測定したので，先づこの規準線の乾板の周邊に謝する傾きを

測り之に上記の値を適用してその方位角として

　　　　　　（5）　195040！
　　　　　　〔10〕　　　　　　　　　工94。　5！

を得た．約1度掌の動きは勿論月の運動に起因すると見るべきである．

　ここで東西線や規準方向の測定には1粍方眼紙を用ゐ，相封位置の測定に

は3度刻みの極方眼紙を用みた．尚後者同心圓の間隔は2粍である．

　惰て上の測定は全べて原板撮影時に於ける月の中心に基本して居るので，

これを太陽中心に劃する方位角に換算するために下記の数値を用みた，

　　　　　　牛裡の比：　　R◎：R《＝O．9716

　　　　　　第2接燭：　時刻　　15時18分42秒　　方位角102。

　　　　　　第・3接鰯：　時刻　　　　20分39秒　　　　　285。

この中牟径の比は暦より，第2接鯛の時刻は柴田理學士のフラッシュ観測よ

り方位角は石井博士の計算を探用した（東京天文憂報第3巻第4冊189頁）．又

縫績時下の1分57秒は種々の丁丁と大回一致する所である．

　二三の換算は二三的に行った．帥ち2枚の極方眼紙の上に夫々太陽及び月

の大きさを書き，月の周邊には測定鮎を記入し，2枚を同時に爲眞用プリン

タ1の一ヒに乗せて，下から電灯で媚らし面出の位置に重ね合せて，各測定蕪

を太陽の像の上に翻しとった．同時にプ・ミネンスの高さも測定をした．結

果は全べて口絵第2圖に牧録した通りである．この原圖は月の李径を10にと

った．見らるる通りここには，測定貼を示すと共に内部コロナ及びプロミネ

ンスのスケッチを與へて置v・た．濃餅太v・線で示した翰墨の巾は約14，000rf

に當り，云はS’カルシウムクロモスフィヤの高さを表はし，その底部が光球

と見らるべく，又直ぐ外側の圓は月の大きさに相野する．又その直ぐ内側に

記した敷字は測定の便宜上の番田を示し，更に内側には方位角の度敷を記し

た．プロミネンスの高さ及びコロナの作るア1チの高さは正確に示してある

から適宜湖上で讃みとってほしい．實際の大きさは動径方向の1目盛が略

14300粁に相帯する．

　ここで注意すべきは東：方に比して西方には小さいプロミネンスの少ない事
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であるが，これは事實と見るよりは第3接鯛の近くで二階をとらなかったた

めであらう．又このスケッチに於て各模様の濃淡はiF：確ではない．

　訂正：囲中　太陽自営軸の：方位角は一8。40’でなくて，一8。10’の誤記で

　　　　　　　ある．

　3）次にコロナの形貌と他の太陽表面現象との關聯の有無を調べて見たが，

コロナの消長は黒黙や白壁の出現とは直接聯鎮はないらしい．これはコロナ

が太陽周邊に普邊的に存在して居るのに，黒黙の如きは部分的により存在し

て居ない事からも想像される事である・勿論これらの現象に少しも影響を受

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けてないと噺定するのではないの
　　　　　　第　　3　圖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で，これを見るために當日の黒顯
　　　『、；v　、‘　　A脚四脚os　wπe　ConeNA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及び白紋の朕艦を調べて見た．幸
　　　　　　　　　事

緯度を測った．

「
識

静岡市の清水眞一・氏の好意によ

り，同氏撮影にかSる太陽窩眞を

借受ける事が平平た。この爲眞は

都合3枚で同年同月13日8時50分，

17日9時0分，21日14時55分に撮ら

れて居る．大きさは手札型なので

これをテツサ1レンズで引伸し，

ストi＝1ハ1スト太陽阪と重ね

合せて，甲唄貼及び白干の日心経

　更にこれらを日食時の位置に直すためにHandbuch　der　Astrophysik第4巻

101頁を参照して各違度別に毎日運動を補）F．した．第1圖及び第2囲は東野南

縁邊を中央にした略圖である．尚當日の太陽の自韓軸の方位角及び傾斜はそ

れぞれ一8elO’及び1。5’であった．

　倦これとコ・ナ平骨とを比べて見ると，内部コ・ナは東部で緯度一20度附

近にある三紋の上で多少強く表はれて居るが，外部コロナでは別にこれと云

った關聯は見出されなかった．この程度では良師や黒貼とコロナとの間には
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確たる關係はなかったと云ってよVOであらう．或は併しこれは一孚材料の不

足にもよるののかも知れない．

　参考のために外部コロナのスケッチを挿入して置いた．

　4）で一般的三二はもっと普邊的な太陽表面現象との聞にあるのではなか

らうか．これを見るためには今少し突進んでコロナの観察をなす必要がある．

第一に考うべきはコロナ流線の大きさである．

　大きなプロミネンスに關聯した強く攣形されたコロナ流線は別として，一一・

般の普通のコロナ流線は何れも周圏に比して明るく，太陽の縁から殆んど直

立的に伸びて居る．これは大きさにより大別2種類に分けられる．太陽聖母

を100とすればその一つは巾が大便2．0，他は0．8である．数から云へば前者が

蓬かに多く又その大きさは赤道部に於ても極に於ても殆んど一様である．面

白v・事に太陽スペクトル寓言に見られる群小面出の大きさがこれと同程度で

ある事である・例へばG．EHale〔Ap．　J．19（1904）41〕によると大きく

明瞭に二二できる所謂明暗のフロキュリを取除けば，これらの群小模様は大

二次の3通りに分けて考へられる．

　i）Ca＋の分光鳥眞に於て太陽活動の全期聞を通じ太陽全面に略一様に見

られるもので，下暦ではほじ光球の米粒組織と同程度の大きさであるが，上

皮では大きなくなり数個集って一一一つの明るいフロキュリを作ってみる．

　ii）Ca＋分光窮眞には明るVbフロキュリとして現れ，水素分光爲眞には暗

いフロキュとしてみられるもの．

　iii）　皆寺に黒V・音昼分．

　所でこれらの大きさは前二者は12－2．0，第三昔はO．5－O．8程度である・

　更に面白い事は皆既蝕の直接爲眞からもクロモスフィヤの明暗の縞が追跡

できる事である・これを見るには接鰯の直後叉は直前に撮影をせねばならな

い．我等の原板〔5’〕及び〔10〕は梢之の目的に三って居る．中村要氏がスマF

うで鳥した乾板No．12もそうである〔第4圖，第5圃参照〕．これらの原板を

見て見ると，幅2．0のコロナ流線の底部には大工同程度の明度の張い縞が附随

して居るか，或は更に小さv・O．2－O．4程度の明るい部分の集合が磯見される・
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又第二の幅0．8程度のコ・ナ流線の底には三二の小さなプロミネンスが必ら

す見出される．

　　　　　　　　　　　　　纂　　4　圖

　　　　　　　　　　　　　　第　　5　圖
　　　　　膠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ㎜　　弔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　触h締“醐嚇・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SWhregCthWhnt　be．，　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドもゆぬ　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セのあいへぬびな

　　　　　　　　　＼て臨し鞍懸

　　　　　　誌民・・／，探梅1訴ジガ、、，

　　　　　ご慰、誘藻、＼毒議撫鞍講ヤ、

　以上の結果は全べて普通のコロナ流線につV・て云はれる事であるが，一方

流れが強く曲げられて居るもの例へばア1チ型のコロナ流線には必らすと言

ってよい程大きなプ・ミネンスが附随して居り，何れもコ・ナの理論的考察

をなす上に何ものかを嗜示して居るように思はれる．
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　最後にコ・ナ流線の形から其の野物の中心を求めると，一般に認められて

居るように，太陽の自警軸とよく一致して居る事が確められた事を附言して

置かう．

　　　　　　　　　　　　　部分食爲眞の虚理

　5）部分食鳥眞は第一接鰯に績いて8枚，皆銑後20枚都合28枚撮：影をした

が，中2枚は雲に妨げられて使用に堪えす，1枚は食をはつれて居た．用み

た乾板は富士プロセス8切，現像はM，Qで行った．

　これらの下阪の一々について鯛度，絃の方向等を測定した．その方法は之

を1粍方眼紙と璽ねて爲眞用プリンタ1の上に置いて，下から電燈で照して

讃取りを粍の10分の1まで行った．この際注意を要したのは方眼紙の刻みが

縦横で0．5％程違って居り，又熱のために0．2％近くの二化を見せた事である・

で第一の不正は讃みとりを一方の方向にのみ限る事によって之を遜けた．第

二の方は幸その二化が急激に起り，其の後は比較的定常であったので測定は

之を待って行ひ，術念のため時々槍査を怠らなかった．

　又測定は2名が日を攣へ数同繰返へして行ったが其の間に大きな差異はな

かった．ここには爾人が最後に測ったものの卒均値のみを與ふるが，綾みと

りとしては先づ10分1粍以上の誤差はないつもりである．尚この桁で二度に

一つだけ差異があれば時闇に直すと約5秒の差に相干する事を附記して置く・

別表（299頁）に於て第1行はクロノメータ1の讃み，績く7行は測定量である．

孚径Rは三つの方向について測った．即ち2bは敏けたる太陽の絃の長さ，

al，　a2はその中心から見た二つの圓弧の高さである，又つy“く三行は三つの

：方向に測った孚樫を與へて居るが，R。は絃に李行に，　Ra，　Rt，は夫々原板の

長邊，短邊にZF行にえらんだ．最後にWは絃に下した垂線即月及び太陽の

中心線が原板の長邊となす角である。一般的に見て同一一一一の爲眞ではR。はR・

に1－2軍位大きく諌まれて居る．又原板によってのRの相異は観測の都度

焦黙を正した事に原因する．

　6）測定に於て最も困難を畳えたのは太陽像のカスプC及C’が屡ζ明確

を鉄：いた事である・で測定値の信用度を見るためにこれらを使って中心線の

方向に於ける月及び太陽の李穫を計算して見た．これをそれぞれR《及R◎
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とすれば簡軍な幾何學から

　　　　　　　　　b2　　　　　　　　　　　　　　　　　　b2
　　　　　　2R（＝：÷十a．　2R（．）＝＝　一iiL十a2　．…”．…”…（1）

　　　　　　　　　al　　　　　　　　　　　　　　　　　　a2

なる關係を得る．R（及びR◎の計算値は表の第9行第10行に記した．　R◎は

他の測定値と大した差異を認めないがR（にはお互の間に比較的大きな開き

を見せて居る・これはその計算に小さなalを分母に含むからで2h7mの原

板の如きはa1の讃みに1盟位の差異があればR（は1割も攣って由る事を思

へば，寧ろその結果は曲想外によかったと云はねばならない．實際六感につ

づいて撮った7枚（al＞120）では1－R◎／R《はO．027－O．030でその李均値は

O．0286で，暦から見出した値：は0．0284である．

7）次に飯・一DはD－a Ua1刈り與へられるカ㍉ここでRとし

ては上記の太陽ド径の四つの値の平均を選んだ．結果は第11行に表記した．

一見明らかな檬にこれらは大柄時刻と共に直線的に攣って居るが，詳しく見

ると毎分の攣化は食の初の約0．0135から食の絡りには0．016位迄潜加して居

るので著者は

　　　　　　1）＝a＋bT＋cT2．．．．．．m．“．．．．”．．．・一・．・・．・・”・………・一i…T（2）

　　　　　　　　　T＝（t－to）分／100

の如ぎ二次關係式を假面して常tw　a，　b，　c，　toを定めて見た．その結果皆銑後

に乱してはa＝O．1425，b＝1．50，　c＝＝O．10，　t。＝3P28mなる数値を誘i導した．

その導き方はかんたんに次のようにした．

　先づbはDの槻測値を一見して容易に讃取れる面一次項を差引けば，残

差の動きから。とt。の大きさは相盛撮して適帰に決定する事が出訴る・

　aは更にこれを除いた淺差の李均をとった．滲漏のためこの言忌式によっ

て與へられるDの値と観測値との差0－Cを別表第12行に與へた．

　又これによって定められる接燭時と画報とを比較すると

生 光　　時 刻　1 復 圓　時 刻

観
豫

測
報

3h　20m　37s

R　20　38．3

4h　25m　20s

@　　　19．8

となる．ここで観測時刻には實験式の結果にクロノメ1タ1の遅れ2m12sを
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補Eし，回報としては上田博士の値（日本學術協魯報告第8巻第2號19頁）を引

用した．

　次に皆銑前については槻測が短時間により亙って居らなV・ので，輩にそれ

から二次項までを決定する事は出張なV・．併し一次項の係数bの値は大黒

1．35ととってよいので，cの値が皆蝉吟と同じ値を持って居り，そのために

bが1．35から1．50に攣ったものとすれば，當然其の間に75分の間隔を必要とす

るからt。は2h13mとなる．從って又常数aも前同様にして決定する事が

出照る．結果は1　一一　D　一　O．1075十1．35τ十〇．10τ2である．0－Cは別表に與へ

た．又網戸時刻は

初 脇　　時 刻 1皆 既　　時 刻

槻
豫

測
報

2h　7m　118

@　　　8．7

（3h 161n　228）

@　40，9

となり皆既時刻に甚しいくるいを生する．これは明かに二次項の定め方が悪

い事に起因して居る．野際かりにt。＝3h17mとれば皆既時刻は3b16m40sと

なるが，初麟時刻には殆んど影響なく從って勿論0－Cに何等不都合を來さ

なv・・又t。は攣へないでC－0．09ととっても同じ事が云へる．残i念ながら

此の度の日食には皆既直前の材料がないために，所謂観測的に其の當否を決

する事が出來ない．

　ここで一寸注意して置きたい事は皆就後の観測に於ても。の数値は左程決

定的なものでない．自Pち0．09乃至0．11等に多少鍵へてもよv・が，關聯的にt。

の値に攣革を必要として第3，第4の接鯛時刻の観測値としては勿論さしたる

攣移．を許さない．又前述のようなbの攣化にもこれが爲に緩急の生するのは

中限である．少しく繁雑になるが一例を纂げると。＝0．09ならばt。＝3％m

ととれば皆甑後の観測を表はすには差支へなV・が，bが1．5から1．35に攣はる

ためには83分駆りを要し，皆既前のtoとしては2h2mとなり到底使用に堪へ

なくなって來る．蓋し初めに。＝0．10と選んだのも理由の一牟はここにある

のである．

　之を要するに（2）の如き二次關係式一つで寒食度を表はす事は出自ないら
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しい．併しながら只今の目的のようにこの種の観測から軍に接鰯時刻を知る

ためには之で充分であるが，只。及びt。の値を決定できるように相弓長v・

旧聞に亙って撮影を行う必要がある．勿論インネス（Inness）の行ったように

接鰯間際に矢つぎばやに為眞を撮：つてもよいが，操作の容易さから云っても，

又bの値が5分間に0．01程度も攣る事から見てもその方がより敷果的だと思

はれる．

　8）最後に接賜黙の方位角の決定について一・言しよう．測定方法はかんた

んである．

　　　　　　　　　　　　　　箆　　6　圖

　　　碧　　　　　E・s　　　　　3へ　　　．　j・r　　　1　≠　　　　　壷r

　　　　　　　　　　　　一一一一一一e蹄硬eHONεTE兄

　　　
　　f

　　　　．駕罐

　　　　　解

　　鈎

　　　　髭

x　賦　罵

33

　　　　徽　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　㌶　誕
　翼x躍　　　　　嫉　　　翼　　　翼

象　　　　　　　　　　噂　　　　　　　翼　x

雛
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　師ち太陽象のカスプCC’を：方眼紙の1本の線の上に乗せて原板の四隅の傾

きを縦横に讃取ってtan　Wを作った・但しWはCC’に直角の方向，帥

ち月及び太陽の中心を結ぶ方向が原板の長い邊となす角である．結果は表の

第8行に記載した．これによるとWの大きさは全べて33。内外あるが，こ

の刷りでは一度の差は正切で約O．025の差に當るから測定はO．2度迄心配なく

行へるものと思ふ．

　第6圃はクロノメ1タ1の讃みに労してこの角の分布をグラフにプロット

したものであるが，この圖を見ると時間に封ずる角の動きは一様さを訣v・て

居るので正確な事は云へないが，第1接鱗近くと第3接燭近くで明瞭に2度程

度の差をなし第4丁丁は其の中間に落ちて居る．若し1枚々々を絶封方位角で

・表はし得たならば更にはつきりした事が言ひ得たであらうと信ずる．不幸に

して此の度の観測では其の換算に足るだけの材料を憎して置かなかった・止

むを得ないのでこれら部分食の原板（8切）に於ける東西線の傾きが，第2節

に述べた4切板に於ける東西線の方向44．。0と同じ値を持って居るものとす

れば次の如き結論を得る．グラフからこれらの接鰯時に於けるWは大燈

34．。5，32．。5，33．05ととってよv・から：東西線からのすれは

初 生 光 復 圓

9．e5 11，05 10．05

となる．石井博士の豫報（天文回報第3巻第4冊191頁）によると，それぞれ

13。，15。，130である爾者の者には系統的に3度罷りの差がある．これは恐ら

く上述の東西線の傾きに關する平定が當を得ない事によるのであらう。で著

者は今後再び同檬の槻測をなす機會があったならば，8切板の代りに4切板

を用ゐ，一時シ1ロスタットの運縛時計を止めて1，2分置きに2同シヤヅタ

1を切って同一乾板上に2個の部分蝕影像を撮って見たV・と思ふ．

　之を要するにこの度の観測は結果的には満足のものとは云へないが，これ

を以ってこれを見ればこの種の槻測から男工燭の時刻及び方位角を知らんと

するには，1枚の原板に2個以上の部分食を撮影しつつ全鵤度に及ぼせば，極

めて簡軍なる庭理によって出始の結果を導き得ると考へられる．
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第1表 皆既　前
關圃隅．¶．一 一

t 2b a工． ao　回 2Ro 2R読 ［2Rb tanW 2R《 2R◎ ユーD 0」C
．　一　　　『

h　m
2　7 203 工1 854 864 867 8635 0，669 947 866 0，026 一〇．000g

9 2805 22 836 8605 861 859 682 917 8595 54 十　　〇3

11 3425 33 823 8595 860 859 682 920 859 81 十　　〇5

13 391 455 8135 86．1 862 861 677 886 8605 108 十　　〇5

17 472 69 790 8605 861 8595 661 877． 8605 162 十　　〇3

21 535 905 7635 8585 8595． 858 661 882 857． 216 一　　　〇1．

25 5915 1125 740 8585 8605 859 663　　　　！ 889 858 270 ｝一　　〇9

第2表 皆　予後
「
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〇

晩
傷
h
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％
・
，
馬
㌔
二
王
㌔
傷
嘉
晃
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％
㎝
一
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＋
「
＋
＋
＋
＋
「
一
＋
一
「
一
【
＋

D
◎
R
2

　
　
　
　
　
戸
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
8
6
7
6
6
5
1
7
7
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7
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7
7
7
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7
7
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5
5
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5
8
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8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
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5
0
2
2
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6
5
1
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2
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5
0
4
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0
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Q
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7
8
0
8
0
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9
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8
8
8
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8
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